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１．操業状況：今回の総合結果－33％。前回から10%の悪化 ４．受注残高
総合（多忙-落込）

多忙 5.8% 13 5.9% 12 ３ヶ月以上 50 50
やや多忙 15.6% 35 22.8% 46 ２ヶ月まで 39 40
適正 55 40 １ヶ月まで 88 73
やや落込 39.3% 88 39.1% 79 １５日まで 24 21
落込 14.7% 33 12.4% 25 見通しなし 18 14

合計 100.0% 224 100.0% 202 合計 219 198

２．資金繰り：今回の総合結果－14％。前回から2%の改善 ５．受注単価：今回の総合結果－3％。前回から3%の改善
総合（良化-悪化） 総合（良化-悪化）

良化 1.8% 4 1.5% 3 良化 0.9% 2 0.5% 1
やや良化 9.4% 21 9.4% 19 やや良化 11.7% 26 9.6% 19
不変 142 125 不変 160 146
やや悪化 17.0% 38 20.3% 41 やや悪化 13.0% 29 14.1% 28
悪化 8.1% 18 6.9% 14 悪化 2.7% 6 2.1% 4

合計 100.0% 223 100.0% 202 合計 100.0% 223 100.0% 198

３．受注量：今回の総合結果－19％。前回から7%の悪化 ６．取引条件変更
総合（増加-減少）

増加 2.7% 6 1.0% 2 あり 16 14
やや増加 18.8% 42 23.5% 48 なし 207 187

横這い 84 79 合計 223 201
やや減少 29.6% 66 25.5% 52 ※上記「６．取引条件変更　あり」の具体的内容
減少 7.6% 17 9.8% 20 項目
激減 3.6% 8 1.5% 3

合計 100.0% 223 100.0% 204
取引

問題ありの内容 件数
単価の高騰 138 問題ありの回答の内訳は左記の通りです。
納入期間の遅延 68 ※内訳は複数回答有りの為、問題ありの企業数（社）とは一致しておりません。
品質の低下 4
その他 5
合計 215
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40.8% 具体的変更内容

材料費、他の値上がりに伴う価格改定（11件）。
値上げ交渉（3件）

コスト

支払い条件がファクタリングに変更、他（2件）

今回の調査において、【原材料等の調達について】調査しましたところ、217社からご回答いただきました。
その内、155社が問題あり、63社が問題なし。という結果となりました。

今回（１２月１３日） 前回（８月２９日）
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５．受注単価

「多忙」と「やや多忙」の合計が２１．４％と前回より７.３％減り、低迷している。業種別の傾向として、
「樹脂切削」、「基板組立」、「鉄骨」、「ゴム」等で改善が見られるが、「自動盤」、「ワイヤーハーネス」、
「印刷」等で依然厳しい状況が見られる。

「悪化」と「やや悪化」の合計が２５．１%と前回より２．１%減り、やや改善している。

「増加」と「やや増加」の合計が２１．５％と前回より３．０％減り、低迷している。

１．操業状況

２．資金繰り

３．受注量
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摘要
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　当機構の事業運営につきましては、日ごろ格別のご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
令和4年12月に県内ご登録企業様から無作為に抽出した500社様を対象に実施致しました「県内受注企業生産状況調査」の結果につい
て、公表させていただきます。［回答企業数：224社（44.8％）］

令和4年度第3回県内受注企業生産状況調査結果（令和4年12月13日実施）

【各調査項目摘要】
各調査項目

前回調査（令和4年8月29日）と比較して全体的に低迷傾向が見られる。
全調査項目で依然として「やや落込」や「やや悪化」等の回答が多く、全体的に低迷傾向が見られる。「資金繰り」と「受注単価」で
は若干改善したものの、「操業状況」は、「（やや）多忙」の割合が減り、「落込」の割合が増えたため、総合結果が前回調査時か
ら悪化している。依然厳しい状況が窺える。詳細な調査結果については以下のとおり。

「見通しなし」が８．２％であり、前回より１．２％増え、低迷している。

「良化」と「やや良化」の合計が１２．６％と、前回より２．５％増え、改善が見られる。

≪生産状況調査結果詳細≫

今回（１２月１３日） 前回（８月２９日）

６．取引条件の変更 「コスト」に関する内容が14件、「取引」に関する内容が2件。特に「コスト」においては、材料費、他の値
上がりに伴う価格改定が11件寄せられた。

４．受注残高


